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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊1  ▲はマイナスを表します。＊2  一部海外市場はグッドフライデーのため4月14日のデータを掲載

１）先週の市場動向
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≪ 株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で横ばいとなりました。
米金融政策の先行きに対する警戒感から週前半は下落し、12日（火）の終値
は3月16日以来およそ１ヵ月ぶりの安値となりました。3月の米消費者物価指
数（CPI）の、コア（食品やエネルギーを除く）指数の伸びが前月から鈍化し、
米金利上昇にやや一服感が出たことや、円安基調が好感され、輸出関連銘柄
などを中心に幅広い銘柄の買い戻しが進みました。週末は米金利上昇で前日
の米国株式市場が下落した流れを受け下落し、週間では前週末比で横ばいと
なりました。



≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で下落しました。
6日（水）に公表されたFOMC議事要旨を受け長期金利の上昇が続くなか、
週前半は金利上昇時に割高感が意識されやすいグロース（成長）株中心に下
落しました。3月の米CPIを受け、過度なインフレ懸念が後退したことで、グ
ロース株の買い戻しが進む場面もあったものの、その後は、ニューヨーク連
銀総裁が次回会合での積極的な利上げ姿勢を示すと再び下落しました。

４）外国為替市場≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で横ばいとなりました。
3月の米CPIを受け、米国のインフレ加速への過度な警戒感が後退したことか
ら、国内金利も低下する場面もあったものの、米連邦準備制度理事会（FRB）
高官によるタカ派（金融引き締め推進派）的な発言を受け国内金利も上昇し、
週間では前週末比で横ばいとなりました。

5）今週の見通しについて

米ドル/円相場は、前週末比で円安米ドル高となりました。
日銀の黒田東彦総裁が「現在の強力な金融緩和を粘り強く続ける」との考え
を改めて示したことから、日米の金融政策の方向性の違いが意識され、円売
り米ドル買いが優勢となりました。
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３）米国の株式市場
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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先週の株式市場は、FRBによる早期利上げや金融引き締めへの警戒感から、
値動きの荒い展開となりました。
12日（火）に公表された3月の米CPIは前年同月比+8.4%と、およそ40年
ぶりの伸びとなりました。中古自動車など一部のモノの価格下落がみられ
たものの、引き続きFRBが目標とする前年同月比+2.0％を大幅に超えてお
り、市場では次回5月のFOMCで0.5％の利上げと保有資産縮小の開始が決
定されるとの見方が強まっています。足元では、FRB高官によるタカ派的な
発言も相次いでおり、株式市場はFRB高官の発言や長期金利に反応しやすく
なっています。各種報道等によれば、ロシアはウクライナ首都キーウから
軍を撤退し、今後はウクライナ東部の支配拡大に向け攻勢を開始するとみ
られています。欧州連合（EU）はロシア産原油の段階的な禁輸を検討して
おり、需給悪化懸念から原油価格（WTI原油先物）は再び1バレル＝100米
ドルを上回って推移しています。
今週の株式市場は、引き続き米長期金利上昇への警戒感が上値を抑える場
面があるものの、日米企業の好決算や業績見通しの上方修正への期待から
上昇するものと予想します。
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商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号

＜設定・運用＞

【当資料に関する留意点】

• 当資料は、市場環境に関する情報の提供を目的として、ニッセイアセットマネジメントが作成したものであり、特定の有価証券等の勧誘を目的とするものでは
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るものではありません。また税金・手数料等を考慮しておりませんので、実質的な投資成果を示すものではありません。

• 投資信託は投資する有価証券の価格の変動等により損失を生じるおそれがあります。

• 投資信託の手数料や報酬等の種類ごとの金額及びその合計額については、具体的な商品を勧誘するものではないので、表示することができません。
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